おとうさんのせなか
　
　「ねむくなっちゃった。」
　ぼくがそういうと、おとうさんがおんぶしてくれました。おとうさんは、
「おもくなったな～。」
といって、あせをふきながらゆっくりあるいていました。
　ぼくはねようとおもったけど、だいすきなせなかにのれたのがうれしくて、にこにこえがおになりました。
　おとうさんのせなかは、おおきくて、あたたかくてきもちいいです。
　ぼくもおおきくなったら、おとうさんみたいなせなかになりたいとおもいました。
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